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別記様式（第31条関係）回議用紙その 1 （裏）

標記の件について、下記のとおり特命随意契約を締結する。

記

1 事業名

渋谷区文化プログラム事業

2 事業内容

オリンピック・パラリンピックは、スポーツの祭典だけではな

く、文化の祭典でもある。渋谷区内 9大学と連携し、障がい者理

解の拡大と新たな価値観を創造することを目的として、パラリン

ピックと日本文化を融合させたイベントを実施する。

3 契約を締結する相手方
------ - -------------------

特定非営利活動法人 MERRY  PROJECT  

（港区元麻布 3-1 - 3 8 第 5谷澤ヒ‘‘ル 7B C) 

4 契約方法

特命随意契約による。依頼書は別紙のとおり

5 特命根拠

地方自治法施行令第 16 7条の 2第 1項第 2号
． ．~ー・•ご • . 。_ -- ．.” .. -• - - ．．  

渋谷区特命随意契約ガイドライン 1 (1) 力及びキに該当

6 特命理由

当該事業者の代表者は、北京 20 0 8オリンピック競技大会の

開会式に芸術顧問として演出を務め、平成 2 8年度に渋谷区と共

催して、リオ 20 1 6オリンピック・パラリンピック競技大会 前

の文化プログラムをブラジル大使館で実施した実績がある 。

こうした実績をもとに、平成 2 9年度は渋谷ヒカリエでの「文

化プログラム」や区内小学校等での「夢のデザインプロジェクト」
----- -

を行い、平成 3 0年度は国連大学本部で区内 9大学と連携した「文

化プログラム」など、ダイバーシティ＆インクルージョンを推進

する事業を実施してきた。今年度は、東京 20 2 0大会時の「コ

ミュニティライブサイト」の実施に向けて、 「文化プログラム」

などの事業規模や内容をさらに拡充していくため、これまでの経

験と実績がある当該事業者と特命随意契約を締結する。
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別記様式（第31条関係）回議用紙その2

7 事業実績と経過

(1) 平成 2 9年度 2,939,490円

（
 

①文化プログラム

実施場所：渋谷ヒカリエ 参加人数：約 5,0 0 0人
------

実施内容：障がい者文化団体等によるイベント他

②夢のメダルづくりワークショップ

実施回数： 3回 参加人数：約 2 3 0人

(2) 平成 30年度 9, 277, 200円

①文化プログラム

実施場所：国連大学本部 参加人数：約 6,0 0 0人

実施内容：区内 9大学や障がい者文化団体等によるイ

ベント他

②夢のメダルづくりワークショップ

実施回数： 3回 参加人数：約 3 0 0人

③ウォールアートデザイン

1か所 勤労福祉会館壁面

以上
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恥，魯

特命随意契約依頼書

平成31年2月日
契約担当者 殿

契約締結請求者職名 オリンピック・パラリンピック推進課長 田中 豊匝

オリンピック・パラリンピック推進係花形 内線5865

下記のとおり依頼します。

件名 渋谷区文化プログラム事業運営委託

契約締結請求金額 8,541,780円

（
 業者名 特定非営利活動法人 MERRYPROJECT 

代表者名 代表水谷孝次

所在地 東京都港区元麻布3・1・38第5谷澤ビル7BC
TEL 03・3478・1931 

具体的な理由（他の業者ではいけない理由）

(
 

当該事業者は、 1999年から世界29カ国において開始しているアートプロジェクトで、代
表者は、北京2008オリンピック競技大会の開会式に芸術顧問として演出を務めた活動実績
を持っている。

平成 28年度は、渋谷区と共催してリオ 2016オリンピック・パラリンピック競技大会前
の、文化プログラムイベントをブラジル大使館で行うなどの実績がある。さらに、渋谷区

パラリンピック教育では、 「夢のデザインプロジェクト」として区内小学校や幼稚園での

活動実績もある。

また、平成29年度に渋谷ヒカリエで、平成30年度には国際連合大学本部にて区内9大学
とも連携し、文化プログラムを実施した。障害のある人もない人も参加できる、ちがいを

ちからに変えるイベントとして来場者数約6,000人という実績を持つ。
2020年の「コミュニティライブサイト」開催を目指し、平成 31年度「渋谷区文化プロ
グラム事業」を区内大学と連携して実施し、 パラリンピックと日本文化を融合させて効果

的に普及・啓発活動を行い、障害者や外国人等への理解拡大と新たな価値観を創造すると

いう目的を達成するためには、充分な実績と専門性・技術を有しており、渋谷区のオリン

ピック・ パラリンピック推進事業について深く理解し、活動している当該事業者と特命随

意契約を希望する。

その他（特許・実用新案・意匠登録•特許技術等）

・理由を証する書類等がある場合は必ず添付すること。

•実用新案に係る製品については、特許番号、実用新案登録番号、公示年月日等をその他
に記載のこと。




